
塙
保
己
一
先
生
と

小
笠
原
島
（
令
和
五
年
）

総検校塙保己一先生
遺徳顕彰会

田中 学



塙
保
己
一
先
生
は
、
小
笠
原
島

の
領
土
問
題
に
、
ど
の
よ
う
な

貢
献
を
し
た
の
か
。

平
成
二
十
年
に
、
小
笠
原
島
へ

個
人
調
査
に
行
き
ま
し
た
が
、

良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖縄↑ 小笠原島↑

小笠原諸島は、東京から南に１千キロ



そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
ま
で

調
査
し
て
、
塙
先
生
の
遺
徳
顕

彰
祭
（
九
月
十
二
日
）
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



令
和
四
年
に
な
り
、
小
笠
原
島
を

最
初
に
探
検
し
た
嶋
谷
市
左
衛
門

を
研
究
す
る
長
崎
市
の
松
尾
龍
之

介
さ
ん
や
、
渡
米
し
て
先
進
工
業

を
会
得
し
た
小
栗
上
野
介
を
研
究

す
る
高
崎
市
東
善
寺
の
村
上
泰
賢

さ
ん
と
交
流
し
、
内
容
を
一
部
修

正
し
ま
し
た
。

松
尾
龍
之
介
さ
ん

村
上
泰
賢
さ
ん

小
栗
上
野
介



小
笠
原
島
の
紹
介
動
画 



こ
の
講
演
で
は

①
塙
先
生
の
生
い
立
ち

②
群
書
類
従
の
制
作

③
和
学
講
談
所
の
設
立

④
小
笠
原
島
の
発
見

⑤
英
米
と
領
土
交
渉

⑥
和
学
講
談
所
の
資
料

の
順
で
説
明
い
た
し
ま
す



①
塙
先
生
の
生
い
立
ち

一
七
四
六
年
（
延
享
三
年
）

は
な
わ

ほ
き
い
ち

 

む
さ
し
の
く
に

塙
保
己
一
先
生
は
、
武
蔵
国

こ
だ
ま
の
こ
お
り

ほ
き
の
む
ら

児
玉
郡
保
木
野
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

図
：
小
平
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料



塙
保
己
一
先
生
紹
介
動
画 



一
七
五
二
年
（
宝
暦
二
年
）

塙
保
己
一
先
生
は
七
歳
で
失

明
し
ま
し
た
。

塙
保
己
一
先
生
の
幼
少
期
、

記
憶
力
は
優
れ
て
い
て
、
近

く
の
寺
で
子
供
達
が
勉
強
し

て
い
る
様
子
を
聞
い
て
は
、

先
生
の
言
う
こ
と
を
全
て
記

憶
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
七
六
〇
年
（
宝
暦
十
年
）

十
五
歳

江
戸
へ



銭
二
十
三
文
の
入
っ
た
巾
着
袋

(
母
の
帯
、
手
製
、
形
見
の
財
布)

そ
ば
一
杯
が

十
六
文
の
時
代



御
宝
箱

そ
う
め
ん
箱
に
紐
を
付
け
、

背
負
っ
て
江
戸
へ

和
学
講
談
所
で
は
物
入
れ
に

活
用
。
何
で
も
出
て
き
た
。



江
戸
に
出
る
紹
介
動
画 



一
七
六
三
年
（
宝
暦
十
三
年
）

十
八
歳

衆
分
へ

一
七
七
五
年
（
安
永
四
年
）

三
十
歳

勾
当
へ

四
官
（
七
十
三
段
階
）

ざ
と
う

・
座
頭
（
通
称
は
衆
分
）

こ
う
と
う

・
勾
当

べ
っ
と
う

・
別
当

け
ん
ぎ
ょ
う

・
検
校 

十
老 

～ 

二
老
、

 

一
老
（
総
検
校
）



②
群
書
類
従
の
制
作

一
七
七
九
年
（
安
永
八
年
）

三
四
歳
の
正
月
、
塙
保
己
一

は
群
書
類
従
を
作
ろ
う
と
決
意

し
ま
し
た
。

当
時
の
本
は
、
手
書
き
の
写

本
が
多
か
っ
た
た
め
、
日
本
の

古
代
・
中
世
・
近
世
の
貴
重
な

歴
史
書
・
文
学
書
が
、
燃
え
た

り
虫
に
食
わ
れ
て
本
が
消
え
て

し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
「
各
地

に
散
ら
ば
っ
て
い
る
貴
重
な
本

を
集
め
て
、
国
学
を
勉
強
す
る

人
に
役
立
つ
よ
う
に
」
と
い
う

考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。



群
書
類
従
の
紹
介
動
画 



温
故
学
会

塙
保
己
一
史
料
館
（
渋
谷
区
）

群
書
類
従
の
版
木
を
保
管



温
故
学
会 

版
木
の
紹
介
動
画 



③
和
学
講
談
所
の
設
立

塙
保
己
一
先
生
は
、
寛
政

五
年
に
、
和
学
の
研
究
や
教

育
を
す
る
和
学
講
談
所
を
設

立
し
ま
し
た
。

儒
教
の
朱
子
学
を
教
え
る

官
立
の
昌
平
坂
学
問
所
に
対

し
、
国
学
を
教
え
る
和
学
講

談
所
は
私
立
学
校
で
し
た
。

こ
の
和
学
講
談
所
で
は
、

群
書
類
従
の
制
作
も
行
い
ま

し
た
。

一
七
九
三
年
（
寛
政
五
年
）



19皇居

武道館→

←靖国神社

←和学講談所跡



20

↓現在は駐車場に

←和学講談所跡
現在の看板
（歩道側から）

昔の看板

昔の標柱



一
七
九
五
年
（
寛
政
七
年
）

幕
府
か
ら
の
金
銭
援
助
を
受
け

る
た
め
、
和
学
講
談
所
は
林
大
学

頭
の
支
配
下
に
入
り
ま
し
た
。



④
小
笠
原
島
の
発
見

おがさわら丸



６
日
目

５
日
目

４
日
目

３
日
目

２
日
目

１
日
目

東
京
着
十
五
時

半
日
観
光

父
島
発
十
五
時

一
日
観
光

一
日
観
光

父
島
着
十
一
時  

半
日
観
光

東
京
発
十
一
時

小
笠
原
諸
島
の
観
光
日
程

私
が
行
っ
た
時
は
片
道
二
十
五
時
間
半
か
か
り

ま
し
た
が
、
今
は
二
十
四
時
間
で
行
け
ま
す
。



シュノーケリング 南島観光

イルカと泳ぐ スキューバダイビング

私
は
、
妻
と
一
緒
に
観
光
し
、
三
回
潜
り
、

鯨
の
見
物
も
行
き
ま
し
た
が
、
鯨
は
遠
く

て
デ
ジ
カ
メ
に
は
映
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
視
察
に
同
行
し
た
三
上

さ
ん
は
、
我
々
が
潜
っ
て
い

る
間
、
海
釣
り
を
し
て
大
漁

で
し
た



④
小
笠
原
島
の
発
見

先
史
時
代

発
掘
さ
れ
た
石
器
や
骨
器
は
、

島
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
系
の
人
々
が

居
住
、
ま
た
は
滞
在
し
て
い
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
五
四
三
年
（
天
文
十
二
年
）

ス
ペ
イ
ン
の
航
海
者
、
ル
イ
・

ロ
ベ
ツ
・
ビ
ラ
ロ
ボ
ス
の
探
検
船

サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
・
レ
ラ
ト
ン

号
が
小
群
島
を
発
見
。
し
か
し
飲

料
水
不
足
の
た
め
上
陸
せ
ず
に
近

海
を
通
過
し
た
だ
け
で
帰
る
。

硫
黄
島
と
推
測
さ
れ
ま
す
。



一
五
九
三
年
（
文
禄
二
年
）

信
州
深
志
藩
（
松
本
市
）
の

お
が
さ
わ
ら 

な
が
と
き

城
主
小
笠
原
長
時
の
曾
孫
、

お
が
さ
わ
ら 

さ
だ
よ
り

小
笠
原
貞
頼
が
小
笠
原
島
を
発

見
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

一
六
三
九
年
（
寛
永
一
六
年
）

オ
ラ
ン
ダ
の
船
エ
ン
ゲ
ル
号

と
フ
ラ
フ
ト
号
が
小
笠
原
諸
島

近
海
を
通
り
、
上
陸
し
な
か
っ

た
が
地
図
に
そ
の
位
置
を
記
録

し
、
フ
ラ
フ
ト
島
（
父
島
）
、

エ
ン
ゲ
ル
島
（
母
島
）
と
命
名

す
る
。



一
六
七
〇
年
（
寛
文
一
〇
年
）

ち
ょ
う
え
も
ん

阿
波
国
・
浅
川
浦
の
船
（
長
右
衛

門
ら
七
人
）
が
、
紀
州
で
蜜
柑
を

積
み
江
戸
に
向
か
う
が
、
遠
州
灘

で
難
破
し
て
八
丈
島
沖
無
人
島

（
小
笠
原
の
母
島
）
に
漂
着
し
た
。

廃
材
で
小
舟
を
作
り
八
丈
島
経
由

で
伊
豆
下
田
に
生
還
。
島
の
存
在

が
下
田
奉
行
所
経
由
で
幕
府
に
報

告
さ
れ
た
。

現
在
で
は
こ
の
報
告
例
が
最
初

の
発
見
報
告
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

蜜柑船のイメージ



一
六
七
五
年
（
延
宝
三
年
）

江
戸
幕
府
は
漂
流
民
の
報
告
を
元
に

ふ
こ
く
じ
ゅ
ま
る

長
崎
代
官
に
調
査
船
富
国
寿
丸
を
作

 

し
ま
や 

い
ち
ざ
え
も
ん

ら
せ
嶋
谷
市
左
衛
門
を
派
遣
し
、

島
々
の
調
査
を
行
っ
た
。

嶋
谷
は
島
に
祠
を
造
り
、
脇
に
「
此

島
大
日
本
之
内
也
」
と
書
い
た
。
緯

度
を
測
り
地
図
や
資
料
も
作
成
し
、

下
田
に
帰
航
し
た
。

ぶ
に
ん
し
ま

当
時
は
無
人
島
と
呼
ば
れ
た
。

調
査
結
果
は

将
軍
は
じ
め

幕
府
上
層
部

に
披
露
さ
れ

た
。

御朱印船のイメージ



た
だ
し
、
実
際
に
は
幕
府
は
金
を
出

し
て
い
ま
せ
ん
。

す
え
つ
ぐ 

へ
い
ぞ
う 

し
げ
と
も

長
崎
代
官
末
次
平
蔵
茂
朝
（
三
代
前

か
ら
御
朱
印
船
貿
易
で
裕
福
）
に
調

査
探
検
を
命
じ
、
末
次
平
蔵
は
配
下

 

お
お
く
し 

や
す
ざ
え
も
ん

の
大
串
安
左
衛
門
に
造
船
さ
せ
、

し
ま
や 

い
ち
ざ
え
も
ん

嶋
谷
市
左
衛
門
が
航
海
術
に
長
け
て

い
る
の
で
、
彼
を
航
海
士
と
し
て
調

査
さ
せ
た
。

延
宝
三
年
閏
四
月
五
日
に
下
田
港
を

出
帆
し
、
同
月
二
十
七
日
に
小
笠
原

島
に
到
着
し
た
。
調
査
し
た
後
、
六

月
五
日
に
出
帆
し
て
、
十
二
日
に
下

田
に
帰
航
し
た
。

こ
の
船
は
一
般
的
に
は
「
富
国
寿

丸
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

船
尾
に
書
家
の
筆
で
「
富
国
寿
航
」

と
書
か
れ
て
い
た
事
か
ら
誤
解
さ
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。



平
成
25
年
「
総
検
校
塙
保
己
一
先

生
遺
徳
顕
彰
祭
」
講
演
の
後
で
、

平
成
26
年
発
刊
の
「
小
笠
原
諸
島

を
め
ぐ
る
世
界
史
」
と
言
う
本
を

買
い
、
著
者
で
嶋
谷
市
左
衛
門
の

研
究
者
、
長
崎
市
の
松
尾
龍
之
介

さ
ん
と
交
流
し
、
な
だ
い
な
だ
著

「
猫
と
海
賊
」
を
紹
介
さ
れ
て
、

色
々
な
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
崎
市
で
は
、
嶋
谷

市
左
衛
門
の
小
笠
原

島
探
検
の
偉
業
と
功

績
を
あ
ま
り
顕
彰
し

て
い
な
い
様
で
す
。

「
猫
と
海
賊
」
は
猫
が
語
っ
て
読
み
や
す
い
良
書
で
す
が
、

嶋
谷
市
左
衛
門
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
海
賊
と
表
現

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
素
晴
ら
し
い
探
検
家
で
す
。



一
七
二
七
年

一
六
七
〇
年
に
難
破
船
が
八
丈
島
沖

の
無
人
島
を
見
つ
け
た
情
報
は
、
長

崎
出
島
の
医
師
ケ
ン
ペ
ル
が
ド
イ
ツ

帰
国
後
に
、
遺
稿
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
日
本
誌
』
に
掲
載
さ
れ
、
日
本
人

に
よ
る
先
占
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介

さ
れ
た
。
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
オ

ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。

『日本誌』

江戸城地図

ケンペルが江戸への行列

ケンペル



一
七
二
七
年
（
享
保
一
二
年
）

た
つ
み
む
じ
ん
と
う
そ
じ
ょ
う

な
ら
び

こ
う
じ
ょ
う
と
め
が
き

辰
巳
無
人
島
訴
状
并
口
上
留
書

お
が
さ
わ
ら
さ
だ
よ
り

「
信
州
深
志
の
藩
士
小
笠
原
貞
頼

が
文
禄
二
年
に
無
人
島
を
発
見
し

た
」
と
、
享
保
一
二
年
に
子
孫
を

お
が
さ
わ
ら
さ
だ
と
う

名
乗
る
浪
人
小
笠
原
貞
任
が
、
幕

府
に
訴
え
る
。
貞
頼
の
探
検
事
実

の
確
認
と
島
の
領
有
権
を
求
め
る
。

辰
巳
無
人
島
訴
状
并
口
上
留
書
の
絵
図
面

伊豆

大島

御蔵島

八丈島

無人島

三宅島



一
七
三
五
年
（
享
保
二
十
年
）

小
笠
原
貞
任
の
訴
え
に
対
し
て
、

幕
府
は
一
時
は
調
査
船
を
出
し
た
が
、

最
終
的
に
は
南
町
奉
行
所
の
審
査
で

捏
造
と
断
定
さ
れ
、
貞
任
の
訴
え
は

却
下
さ
れ
た
。

貞
任
は
一
七
三
五
年
に
詐
欺
の
罪

に
問
わ
れ
、
財
産
没
収
の
上
、
重
追

放
の
処
分
を
受
け
た
。

小笠原民部少輔貞頼

無人島発見の碑 
東京都知事 鈴木俊一 書



も
り 

こ
う
あ
ん

森
幸
安

一
七
五
二
年
（
宝
暦
二
年
）
に

書
写
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
の
絵
図

で
す
。
当
時
は
伊
豆
国
に
属
し
、

距
離
等
位
置
関
係
は
正
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
父
島
の
周
り
に
母

島
、
兄
島
他
の
属
島
が
描
か
れ
、

一
名
「
無
人
嶋
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
あ
り
ま
す
。

小
笠
原
嶋
地
図

  

に
ほ
ん
よ
ち
ず

「
日
本
輿
地
図
」
国
立
文
書
館
蔵



一
七
八
五
年
（
天
明
五
年
）

林
子
平
は
、
長
崎
で
嶋
谷
市
左
衛

門
の
子
孫
か
ら
、
無
人
島
（
小
笠
原

島
）
の
地
図
を
見
せ
ら
れ
て
『
三
国

通
覧
図
説
』
の
地
図
を
書
い
た
。地図の表紙

一
七
九
一
年
（
寛
政
三
年
）

国
防
を
主
張
し
た
「
海
国
兵
談
」
と

一
緒
に
発
行
禁
止
・
版
木
没
収
の
処

分
に
な
り
、
蟄
居
生
活
に
な
っ
た
。

林子平



「三国通覧図説」の小笠原地図 （北海道大学資料）

無人島大小八十余山之図 印刷：須原屋市兵衛 絵図：仙台 林子平

無人島↑ 八丈島↑ 伊豆半島↑



一
七
八
七
年
（
天
明
七
年
）

～
一
七
九
三
年
（
寛
政
五
年
）

寛
政
の
改
革

ま
つ
だ
い
ら
さ
だ
の
ぶ

老
中
松
平
定
信
が
行
っ
た
幕
政
改

革
。
享
保
の
改
革
を
理
想
と
し

び
こ
う
ち
ょ
ち
く

き
え
ん
れ
い

倹
約
、
備
荒
貯
蓄
の
奨
励
、
棄
捐

令
、
人
返
し
、
異
学
の
禁
な
ど
。

「
寛
政
異
学
の
禁
」
は
、
幕
府
の
学

問
所
で
あ
る
昌
平
坂
学
問
所
で
朱
子

学
以
外
の
学
問
を
禁
じ
、
官
吏
登
用

は
朱
子
学
を
学
ん
だ
者
の
み
と
し
た
。

こ
の
結
果
、
諸
藩
の
学
問
所
も
、
朱

子
学
が
中
心
と
な
り
、
和
学
を
学
べ

る
場
所
が
無
く
な
っ
た
。

老中松平定信

享保の改革は
祖父徳川吉宗



一
七
九
三
年
（
寛
政
五
年
）

塙
保
己
一
は
和
学
の
研
究
・
教

育
機
関
で
あ
る
「
和
学
講
談
所
」

を
創
設
し
た
。

本庄市塙保己一記念館の「和学講談所」模型



一
八
〇
〇
年
代
（
一
九
世
紀
）

ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
が
全
盛
と
な
り
、

小
笠
原
周
辺
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
捕
鯨
船
が

激
増
し
た
。

 

ア
メ
リ
カ
式
捕
鯨
と
は
、
帆
船
で

ク
ジ
ラ
を
追
い
、
ボ
ー
ト
で
接
近

し
銛
で
し
と
め
る
捕
鯨
方
法
で
す
。

 

当
時
鯨
油
は

灯
油
と
し
て

用
い
ら
れ
て

い
た
た
め
、

石
油
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ

る
ま
で
全
盛

期
が
続
い
た
。 



一
八
二
一
年
（
文
政
四
年
）

塙
保
己
一
先
生

逝
去

は
な
わ 

じ
ろ
う 

た
だ
と
み

和
学
講
談
所
は
、
塙
次
郎
忠
宝
が

翌
年
に
跡
目
相
続
し
ま
し
た
。



一
八
二
三
年
（
文
政
六
年
）
コ
フ
ィ
ン
船
長

イ
ギ
リ
ス
の
捕
鯨
船
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
号
が
小
笠
原
島

の
母
島
に
来
航
し
た
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
島
と
命
名
。

一
八
二
七
年
（
文
政
一
〇
年
）

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
調
査
船
ブ
ロ
ッ
サ

ム
号
が
小
笠
原
諸
島
を
探
検
。

ビ
ー
チ
ー
艦
長
は
「
ピ
ー
ル
」
（
父

島
）
、
「
ベ
イ
リ
ー
」
（
母
島
）
な

ど
と
命
名
し
、
こ
れ
ら
の
島
々
を
英

領
と
す
る
由
を
銅
板
に
彫
り
、
樹
木

に
釘
付
け
し
、
国
旗
を
掲
げ
て
英
国

領
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

ビーチー艦長

ブロッサム号



一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
年
）

ロ
シ
ア
の
探
検
船
セ
ニ
ャ
ー
ヴ
ィ

ン
号
（
リ
ュ
ト
ケ
艦
長
）
が
二
見

港
に
入
港
。

当時の小笠原島
のスケッチ

セニャーヴィン号とリュトケ艦長



一
八
三
〇
年
（
天
保
元
年
）

イ
ギ
リ
ス
人
マ
テ
オ
・
マ
ザ
ロ

を
長
と
し
、
英
米
人
五
人
と
ハ
ワ

イ
島
先
住
民
十
数
名
が
、
ハ
ワ

イ
・
オ
ア
フ
島
か
ら
小
笠
原
諸
島

父
島
に
移
民
し
た
。

の
ち
に
ラ
セ
ニ
エ
ル
・
セ
ー
ボ

レ
ー
が
島
民
の
ま
と
め
役
と
な
る
。

畑
を
耕
し
た
り
、
家
畜
を
飼
っ

た
り
し
て
、

捕
鯨
船
に
水

や
食
糧
を
供

給
し
て
生
活

す
る
よ
う
に

な
る
。

後世のセーボレーの家族



一
八
五
三
年
六
月
一
四
日

（
嘉
永
六
年
）

ペ
リ
ー
艦
隊
が
、
琉
球
か
ら
浦

賀
に
向
か
う
途
中
、
小
笠
原
島
に

立
ち
寄
り
、
四
日
間
滞
在
し
た
。

太
平
洋
の
中
継
基
地
を
考
え
、 

父
島
の
二
見
港
奥
に
石
炭
置
場

五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
た
。 

ラ
セ
ニ
エ
ル
・
セ
ー
ボ
レ
ー
を

島
長
官
に
任
命
し
た
。

アメリカ領有宣言
の銅板拓本

ア
メ
リ
カ
の
領
有
を
宣
言
し
た

銅
板
の
拓
本
が
母
島
の
ロ
ー
ス
記

念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。



ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
ア
メ
リ
カ

艦
隊
が
浦
賀
沖
に
来
航
。

旗
艦
「
サ
ス
ケ
ハ
ナ
」
な
ど
四

隻
、
大
砲
は
合
計
七
三
門
で
、
数

十
発
の
祝
砲
を
発
射
し
た
。

ペ
リ
ー
の
目
的
は
「
将
軍
に
ア

メ
リ
カ
大
統
領
の
親
書
を
渡
し
、

開
国
さ
せ
る
こ
と
」
だ
っ
た
。

ペリー提督

一
八
五
三
年
七
月
八
日

（
嘉
永
六
年
六
月
三
日
）

黒
船
来
航
、
開
国
か
攘
夷
か



 

あ
べ 

ま
さ
ひ
ろ

老
中
阿
部
正
弘
は
、
ペ
リ
ー
一
行

の
久
里
浜
上
陸
を
許
し
、
浦
賀
奉

行
が
ペ
リ
ー
と
会
見
し
た
。

老中阿部正弘

将軍徳川家慶

ペ
リ
ー
は
返
事
を
聞
く
た
め
、
一

年
後
に
再
来
航
す
る
と
告
げ
て
、

七
月
一
七
日
（
嘉
永
六
年
六
月
一
二

日
）
に
江
戸
を
離
れ
た
。

と
く
が
わ 
い
え
よ
し

幕
府
は
第
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶

が
病
気
な
の
で
返
答
に
一
年
の
猶

予
を
要
求
し
た
。



一
八
五
三
年
十
二
月
二
〇
日

イ
ギ
リ
ス
の
香
港
総
督
ボ
ナ
ム

は
、
ペ
リ
ー
に
対
し
「
ア
メ
リ
カ

の
小
笠
原
領
有
宣
言
」
と
「
石
炭

置
場
購
入
」
を
正
式
に
抗
議
し
た
。

ペ
リ
ー
は
「
①
現
在
の
欧
米
系
住

民
は
ア
メ
リ
カ
人
の
セ
ー
ボ
レ
ー
だ

け
」
「
②
自
発
的
に
自
治
政
府
を
設

立
」
「
③
一
六
七
五
年
に
日
本
が
先

占
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
権
利
は
無
い
」

と
反
論
し
た
。

ペ
リ
ー
は
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』

か
ら
一
六
七
〇
年
の
無
人
島
発
見
、

林
子
平
『
三
国
通
覧
図
説
』
か
ら

一
六
七
五
年
嶋
谷
市
左
衛
門
の
調
査

を
勉
強
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

英国
香港総督
ボナム



日
本
国
内
に
は
異
国
排
斥
を
唱
え

る
攘
夷
論
が
高
ま
っ
て
い
た
。

老
中
阿
部
正
弘
は
ア
メ
リ
カ
の
開

国
要
求
に
頭
を
悩
ま
せ
た
。

阿
部
は
江
戸
湾
警
備
を
増
強
す
べ

く
、
砲
撃
用
の
台
場
を
造
営
し
た
。

難
破
し
て
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
ジ
ョ

ン
万
次
郎
を
旗
本
格
と
し
て
登
用

し
、
ア
メ
リ
カ
事
情
を
聞
い
た
。

幕
府
は
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
出
島

を
通
じ
て
、
諸
外
国
の
情
報
を
入

手
し
て
い
た
。

中
国
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
で
イ
ギ
リ

ス
に
負
け
て
香
港
が
植
民
地
化
さ

れ
て
い
た
。
日
本
も
危
な
い
。



一
八
五
四
年
二
月
一
三
日

（
嘉
永
七
年
一
月
一
六
日
）

ペ
リ
ー
は
琉
球
を
経
由
し
て
再

び
浦
賀
に
来
航
し
た
。

七
月
一
七
日
に
帰
る
時
に

「
一
年
の
猶
予
」
で
し
た
が
、

七
か
月
後
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。林大学頭復斎

日
本
側
の
交
渉
役
は
、
学
者

は
や
し
だ
い
が
く
の
か
み

ふ
く
さ
い

の
林
大
学
頭
復
斎
で
し
た
。



ペ
リ
ー
は
武
力
を
誇
示
し
た

砲
艦
外
交
で
、
祝
砲
を
数
十
発

撃
っ
た
り
、
大
艦
隊
を
連
れ
て

く
る
と
脅
し
て
き
ま
す
。

対
す
る
林
大
学
頭
復
斎
は
、

脅
し
に
屈
せ
ず
、
冷
静
に
知
識

と
情
報
で
応
報
し
ま
す
。



ペリーの航跡図 当時は太平洋航路が確立されていなかった。
琉球を経由して小笠原に行っています。



一
八
五
四
年
三
月
三
一
日

（
嘉
永
七
年
三
月
三
日
）

日
米
和
親
条
約
を
締
結

林
大
学
頭
復
斎
は
、
応
接
掛
と

し
て
老
中
阿
部
正
弘
か
ら
任
命
さ

れ
、
横
浜
村
で
交
渉
に
あ
た
っ
た
。

復
斎
は
す
で
に
当
時
の
諸
外
国

の
動
静
を
理
解
し
て
お
り
、
鎖
国

体
制
の
現
状
維
持
は
困
難
と
考
え
、

異
国
船
へ
の
薪
水
食
料
の
給
与
程

度
は
や
む
を
得
ず
と
判
断
し
、
ペ

リ
ー
艦
隊
と
の
交
渉
で
も
柔
軟
に

対
応
し
た
。

た
だ
し
、
通

商
要
求
に
関
し

て
は
時
期
尚
早

と
し
て
断
固
拒

絶
し
た
。



一
八
五
八
年
七
月
二
九
日

（
安
政
五
年
六
月
一
九
日
）

日
米
修
好
通
商
条
約
（
四
年
後
）

米
国
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・

ハ
リ
ス
は
当
初
か
ら
通
商
条
約
の

締
結
を
計
画
し
て
い
た
が
、
日
本

側
は
消
極
的
態
度
に
終
始
し
た
。

交
渉
担
当
者
の
間
で
ア
メ
リ
カ

と
の
自
由
通
商
は
や
む
を
得
な
い

と
い
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
る
と
、

ほ
っ
た 

ま
さ
よ
し

い
の
う
え 

老
中
堀
田
正
睦
は
下
田
奉
行
井
上

き
よ
な
お

い
わ
せ 

た
だ
な
り

清
直
と
目
付
岩
瀬
忠
震
（
林
復
斎

の
甥
）
を
全
権
と
し
て
、
条
約
の

交
渉
を
開
始
さ
せ
た
。

岩瀬忠震



一
八
六
十
年
（
万
延
元
年
）

「
日
米
修
好
通
商
条
約
」
を
締
結
し

た
幕
府
は
、
そ
の
批
准
書
交
換
の
た

め
、
万
延
元
年
遣
米
使
節
を
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
で
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
た
。

ワシントン海軍工廠での遣米使節団
正使新見正興（中央）、副使村垣範正（左から3人目）
監察小栗忠順（右から2人目）

咸
臨
丸
も
お
供
で
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
が
、
勝
海
舟

は
船
酔
い
で
何
も
し
な
い
で
帰
っ
て
き
た
。



一
八
六
〇
年
（
安
政
七
年
）

万
延
元
年
遣
米
使
節
は
「
日
米
修

好
通
商
条
約
」
の
批
准
書
交
換
を
し

お
ぐ
り 
た
だ
ま
さ

た
が
、
小
栗
忠
順
は
ア
メ
リ
カ
の
近

大
技
術
に
驚
愕
し
、
猛
勉
強
し
た
。

ま
た
、
ペ
リ
ー
が
書
い
た
『
日
本

遠
征
記
』
が
手
渡
さ
れ
た
。

帰
国
後
、
こ
れ
を
読
ん
だ
幕
府
は

「
日
本
が
知
ら
な
い
間
に
、
英
米
で

小
笠
原
島
の
領
有
を
争
っ
て
い
る
」

「
ペ
リ
ー
が
日
本
開
国
の
た
め
に
小

笠
原
島
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
」

「
す
で
に
父
島
に
は
欧
米
人
が
定
住

し
て
い
る
」
な
ど
が
克
明
に
書
か
れ

て
い
て
驚
愕
し
ま
し
た
。

幕
府
は
小
笠
原
島
が
国
防
上
、
た

い
へ
ん
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。



⑤
英
米
と
領
土
交
渉老中

安藤信正

アメリカ公使
ハリス

英国公使
オールコック

外国奉行
水野筑後守



日
本

一
六
七
〇
年

難
破
船
が
島
を
発
見
し
、
帰
国

日
本

一
六
七
五
年

江
戸
幕
府
が
調
査
船

富
国
寿
丸

（
嶋
谷
市
左
衛
門
）
が
調
査
測
量

イ
ギ
リ
ス

一
八
二
七
年

イ
ギ
リ
ス
海
軍
ブ
ロ
ッ
サ
ム
号
が

小
笠
原
島
を
探
検
。
英
国
領
宣
言

ロ
シ
ア

一
八
二
八
年

ロ
シ
ア
の
探
検
船
セ
ニ
ャ
ー
ヴ
ィ

ン
号
が
二
見
港
に
入
港

ア
メ
リ
カ

一
八
五
三
年

ペ
リ
ー
艦
隊
が
小
笠
原
島
に
寄
港

ア
メ
リ
カ
の
領
有
を
宣
言

各
国
の
発
見
年
代
は



一
八
六
一
年

（
文
久
元
年
九
月
十
二
日
夜
）

は
や
し
だ
い
が
く
の
か
み
が
く
さ
い

林
大
学
頭
学
斎
（
復
斎
の
子
）

は
な
わ
じ
ろ
う
た
だ
と
み

が
和
学
講
談
所
の
塙
次
郎
忠
宝

（
保
己
一
の
子
）
に
問
い
合
わ
せ

林
大
学
頭
は
、
塙
次
郎
忠
宝
に

「
辰
巳
の
無
人
島
を
小
笠
原
島
と

い
う
由
来
」
を
「
今
晩
中
に
調
べ

る
よ
う
」
依
頼
。

和
学
講
談
所
の
塙
次
郎
忠
宝
は

塙
保
己
一
が
収
集
・
分
類
し
た
六

万
冊
の
書
物
を
即
座
に
調
べ
、
翌

朝
、
林
大
学
頭
に
報
告
し
た
。



【
塙
次
郎
の
回
答
】

無
人
島
を
小
笠
原
島
と
言
う
の
は
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
年
）
に
小
笠

原
貞
頼
が
伊
豆
遠
江
の
沖
に
無
人
島

を
発
見
し
た
と
、
孫
の
小
笠
原
貞
任

の
申
出
が
あ
り
、
以
後
、
小
笠
原
島

と
自
然
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
林
子
平
が
書
い

た
「
三
国
通
覧
図
説
」
の
絵
図
に
は

「
オ
ラ
ン
ダ
の
書
に
ウ
ー
ス
ト
エ
ー

ラ
ン
ト
（
荒
地
島
）
と
言
う
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

「
小
笠
原
島
之
記
」
並
び
に
「
三

国
通
覧
図
説
の
絵
図
」
、
最
近
の

「
伊
豆
七
島
図
」
を
添
付
い
た
し
ま

す
。

九
月
十
二
日

塙

次
郎



「
小
笠
原
島
之
記
」 

一
七
三
三
年

（
享
保
十
八
年
）

小
笠
原
貞
任
の

甥
に
当
た
る

な
が
あ
き

長
晁
が
、
小
笠

原
島
探
検
の
た

め
大
坂
を
出
航

伊
豆
国
八
丈
沖

無
人
島
の
由
緒



さ
ん
ご
く
つ
う
ら
ん
ず
せ
つ

は
や
し
し
へ
い

『
三
国
通
覧
図
説
』
は
、
林
子
平
が

江
戸
時
代
に
出
版
し
た
本
。
隣
接
す

る
三
国
（
朝
鮮
・
琉
球
・
蝦
夷
）
と

付
近
の
島
々
の
風
俗
を
挿
絵
入
り
で

解
説
。
地
図
五
枚
付
き
。
無
人
島
の

図
も
あ
り
ま
す
。

か
い
こ
く
へ
い
だ
ん

し
か
し
同
じ
林
子
平
の
『
海
国
兵

談
』
が
外
国
か
ら
日
本
を
守
る
軍
備

の
必
要
性
を
説
い
た
本
な
の
で
、
松

平
定
信
に
疎
ま
れ
、
寛
政
の
改
革
時

（
一
七
九
一
年
）
に
発
行
禁
止
・
版

木
没
収
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
三
国

通
覧
図
説
も
同

様
に
発
行
禁
止

に
な
り
ま
し
た
。

一
七
八
五
年
（
天
明
五
年
）

林
子
平
「
三
国
通
覧
図
説
」

海国兵談の表紙



ドイツ人クラプロートが
翻訳した三国通覧図説

か
つ
ら
が
わ
ほ
し
ゅ
う

『
三
国
通
覧
図
説
』
は
桂
川
甫
周

に
よ
り
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
イ
サ
ー
ク
・
テ
ィ
チ
ン
グ
を

経
由
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ

へ
と
渡
り
、
ロ
シ
ア
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
語
版
に
翻
訳
さ
れ
た
。
欧

米
人
は
小
笠
原
島
を
「
ボ
ニ
ン
・

ア
イ
ラ
ン
ズ
」
無
人
島
と
呼
ん
だ
。



「三国通覧図説」の小笠原地図 （北海道大学資料）

無人島大小八十余山之図 印刷：須原屋市兵衛 絵図：仙台 林子平

無人島↑ 八丈島↑ 伊豆半島↑



「
伊
豆
七
島
全
図
」

一
八
四
二
年
（
天
保
一
三
年
）
制
作

林
子
平
の
三
国

通
覧
図
説
よ
り

こ
の
部
分
を
拡
大 →

↑



三
国
通
覧
図
説
の
本
文
（
抜
粋
）

蝦
夷
の
オ
ッ
ト
セ
イ
猟

１頁目

表紙
地
図
の
表
紙

九州大学デジタルアーカイブ資料



三
国
通
覧
図
説
の
無
人
島
地
図

（
小
笠
原
村
資
料
の
右
半
分
）



三
国
通
覧
図
説
の
無
人
島
地
図

（
小
笠
原
村
資
料
の
左
半
分
）



三
国
通
覧
図
説
の

小
笠
原
島
（
左
回
転
）

こ
の
島
を
オ
ラ
ン
ダ
の
書
に

 
 
 
 

荒

地

島

ウ
ー
ス
ー
ト
エ
ー
ラ
ン
ト
と
言
う

文
字
を
抽
出



小
笠
原
村

の
資
料

九
州
大
学

の
資
料

北
海
道
大
学

の
資
料

エ
ー
ラ
ン
ト

エ
ー
ラ
ン
ド

エ
ー
ラ
ン
ド

早
稲
田
大
学

の
資
料エ

ー
ラ
ン
ド



フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
地
図

（
林
子
平
全
集
よ
り
）

MOU  NIN  SIMA ←
OGASSAWARA SIMA←

早
稲
田
大
学

の
資
料

エ
ー
ラ
ン
ド



問
題
点
を
整
理
し
て
み
る
と

一
六
七
〇
年
（
寛
文
一
〇
年
）

阿
波
国
の
蜜
柑
船
が
、
難
破
し
て

八
丈
島
沖
無
人
島
に
漂
着
し
て
帰
国

一
六
七
五
年
（
延
宝
三
年
）

嶋
谷
市
左
衛
門
が
無
人
島
を
調
査

一
七
二
七
年

長
崎
出
島
の
医
師
ケ
ン
ペ
ル
が
ド

イ
ツ
帰
国
。
遺
稿
か
ら
『
日
本
誌
』

出
版
。
「
八
丈
島
沖
に
無
人
島
」

英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
。

一
七
八
五
年
（
天
明
五
年
）

林
子
平
『
三
国
通
覧
図
説
』
に

「
無
人
島
」
地
図
や
「
こ
の
島
を
オ

ラ
ン
ダ
の
書
に
ウ
ー
ス
ー
ト
エ
ー
ラ

ン
ト
（
荒
地
島
）
と
言
う
」
と
記
述

一
八
一
七
年
（
文
化
一
四
年
）

『
三
国
通
覧
図
説
』
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
語
版
に
翻
訳
さ
れ
る



で
は
、
林
子
平
が
『
三
国
通
覧
図

説
』
の
地
図
を
描
く
の
に
使
っ
た

『
オ
ラ
ン
ダ
の
書
』
は
何
か
。

当
時
は
鎖
国
で
し
た
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
出
島
を
通
じ
て
、
外
国
の
情
報

は
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ケ

ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
か
ら
、
八
丈

島
の
南
に
無
人
島
が
あ
る
こ
と
は
諸

外
国
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

『
三
国
通
覧
図
説
』
の
地
図
は
、

一
六
七
五
年
（
延
宝
三
年
）
に
富
国

寿
丸
で
無
人
島
を
調
査
し
た
嶋
谷
市

左
衛
門
の
子
孫
か
ら
資
料
を
長
崎
で

見
せ
ら
れ
て
描
き
写
し
て
い
ま
す
。

ま
た
出
島
の
商
館
長
フ
ェ
イ
ト
か
ら

無
人
島
に
つ
い
て
談
話
し
て
い
ま
す
。

諸
外
国
は
「
小
笠
原
島
は
日
本
の

島
だ
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。



一
八
六
一
年
（
文
久
元
年
）

十
一
月
十
六
日
付
け
外
交
文
書

あ
ん
ど
う 

の
ぶ
ま
さ

老
中
安
藤
信
正
は
、
各
国
公
使
に
対

し
て
次
の
通
告
を
発
し
た
。

 

文
書
で
連
絡
し
ま
す
。

我
が
国
の
小
笠
原
島
は
渡
航
を
中
断

み
ず
の
ち
く
ご
の
か
み

し
て
い
た
が
、
外
国
奉
行
水
野
筑
後

守
を
派
遣
し
、
今
後
開
拓
い
た
し
ま

す
。
真
偽
は
不
明
だ
が
、
貴
国
民
が

小
笠
原
島
に
移
住
し
て
い
る
と
伝
え

聞
い
た
の
で
、
念
の
た
め
申
し
入
れ

し
ま
す
。

老中安藤信正



英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、

「
こ
の
島
は
一
八
二
七
年
に
イ
ギ

リ
ス
が
領
有
し
た
。
日
本
人
が
最

初
に
発
見
し
て
も
そ
の
後
の
管
理

を
怠
っ
た
の
で
、
権
利
は
消
滅
し

て
い
る
。
帰
属
先
は
、
英
米
露
に

委
ね
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
開
拓

を
す
る
場
合
、
船
の
自
由
な
停
泊

を
認
め
る
な
ら
ば
干
渉
し
な
い
」

と
、
開
拓
は
承
認
す
る
が
、
あ
く

ま
で
領
有
権
は
譲
ら
な
か
っ
た
。

英国公使オールコック



一
方
、
ア
メ
リ
カ
公
使
の
ハ
リ
ス

は
冷
静
に
状
況
を
分
析
し
て
い
た
。

「
下
手
に
領
有
問
題
を
こ
じ
ら
せ
て
、

小
笠
原
島
が
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
に
な

る
く
ら
い
な
ら
、
む
し
ろ
日
本
の
所

有
に
な
っ
た
方
が
よ
い
」
と
考
え
、

「
小
笠
原
島
に
在
住
し
て
い
る
島
民

の
既
得
権
益
が
守
ら
れ
る
な
ら
ば
、

領
有
権
に
は
固
執
し
な
い
」
と
回
答

し
た
。

そ
し
て
、
公
使
館
員
か
ら
セ
ー
ボ

レ
ー
宛
に
「
外
国
奉
行
の
水
野
筑
後

守
は
良
い
人
だ
」
と
い
う
手
紙
も
託

し
た
。

アメリカ公使ハリス



一
八
六
二
年
一
月
一
八
日

（
文
久
元
年
一
二
月
一
九
日
）

み
ず
の
ち
く
ご
の
か
み

幕
府
は
外
国
奉
行
水
野
筑
後
守

た
だ
の
り

忠
徳
ら
に
命
じ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

帰
還
し
た
ば
か
り
の
咸
臨
丸
で
小

笠
原
島
に
官
吏
を
派
遣
し
測
量
を

行
っ
た
。

ま
た
、
居
住
者
に
日
本
領
土
で

あ
る
こ
と
、
先
住
者
を
保
護
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
同
意
を
得
た
。

外国奉行水野筑後守



嵐に難儀する咸臨丸

小笠原島真景図 父島二見湾
（停泊する咸臨丸）



一
八
六
二
年
六
月

（
文
久
二
年
五
月
）

幕
府
は
日
本
に
駐
在
し
て
い

る
各
国
代
表
に
小
笠
原
諸
島
の

領
有
権
を
通
告
し
た
。

文久２年１月～８月に設置された
小笠原島仮役所と日本人の住居



一
八
六
二
年
八
月

（
文
久
二
年
七
月
）

幕
府
は
八
丈
島
で
入
植
者
を
公
募

し
、
小
笠
原
諸
島
に
開
拓
団
三
十
名

（
夫
婦
十
五
組
）
と
大
工
等
七
名
を

送
り
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
咸
臨
丸
調
査
時
に
残
留
し

お
ば
な
さ
く
す
け

て
い
た
小
花
作
助
な
ど
数
名
は
島
の

管
理
に
勤
務
し
、
小
笠
原
諸
島
の
開

拓
は
順
調
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。小花作助の

小笠原島要覧



横
浜
で
生
麦
事
件
が
起
き
、
イ
ギ

リ
ス
と
の
戦
争
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

小
笠
原
諸
島
の
日
本
人
住
民
全
員
に

避
難
命
令
が
出
さ
れ
帰
国
し
た
。

一
八
六
二
年
九
月
一
四
日

（
文
久
二
年
八
月
二
一
日
）

（
後
日
、
六
万
両
の
賠
償
で
解
決
）

神奈川新聞による２００７年作成の仮定記事
児玉町出身の佐藤(茂木)虎次郎さんが社長



一
八
六
二
年

（
文
久
二
年
）
一
二
月
二
一
日

和
学
講
談
所
を
引
き
継
い
で
い
た

塙
保
己
一
の
息
子
、
塙
次
郎
忠
宝

は
暗
殺
さ
れ
る
。

老
中
安
藤
信
正
の
依
頼
で
「
寛
永

以
前
に
幕
府
が
外
国
人
を
待
遇
し

た
式
典
」
を
調
査
す
る
が
、
「
孝

明
天
皇
を
廃
位
さ
せ
る
た
め
に
廃

帝
の
典
故
」
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
る
と
言
う
誤
っ
た
噂
話
が
伝
え

ら
れ
、
勤
皇
浪
士
達
は
憤
慨
し
た
。

塙
次
郎
が
駿
河
台
の
和
歌
の
会
か

ら
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
兼
和

学
講
談
所
の
前
で
何
者
か
に
襲
撃

さ
れ
、
翌
日
死
去
し
た
。

い
と
う
ひ
ろ
ぶ
み

や
ま
お 

よ
う
ぞ
う

後
に
犯
人
は
伊
藤
博
文
と
山
尾
庸

三
と
判
明
し
た
。



一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）

～
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）

明
治
時
代
に
入
り
、
再
び
小
笠

原
島
の
開
拓
が
論
議
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
駐
日
英
公
使
パ
ー
ク

ス
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）

に
上
野
外
務
少
輔
、
一
八
七
五
年

（
明
治
八
年
）
に
寺
嶋
外
務
卿
を

訪
ね
小
笠
原
島
の
所
属
に
関
す
る

日
本
側
の
意
見
を
求
め
た
。

パ
ー
ク
ス
は
、
英
国
の
領
有
権

を
積
極
的
に
主
張
し
な
い
で
、
米

露
と
同
じ
よ
う
に
共
同
管
理
の
自

由
寄
港
を
求
め
た
。

駐日英公使
パークス



一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）

明
治
政
府
は
一
八
七
五
年
（
明

治
八
年
）
小
花
作
助
を
小
笠
原
に

派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
明
治
丸

で
出
航
し
た
。

同
時
に
、
英
公
使
パ
ー
ク
ス
の

依
頼
で
英
国
領
事
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン

も
父
島
を
め
ざ
し
た
が
、
船
足
が

遅
く
二
日
遅
れ
で
到
着
し
た
。

同
領
事
は
同
島
に
対
す
る
日
本

側
の
管
轄
を
既
成
事
実
と
し
て
承

認
し
、
な
ん
ら

の
異
義
を
申
し

立
て
な
か
っ
た
。

明治丸



一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）

日
本
政
府
は
新
た
に
制
定
し
た

「
小
笠
原
諸
島
規
則
」
を
米
公
使

を
始
め
と
し
て
、
仏
、
独
、
蘭
な

ど
十
か
国
政
府
に
通
達
し
、
こ
こ

に
至
っ
て
、
日
本
の
小
笠
原
領
有

は
国
際
的
に
も
確
立
さ
れ
た
。

ま
た
「
明
治
丸
」
に
乗
り
込
み

小
笠
原
に
渡
っ
た
小
花
作
助
は
内

務
省
の
初
代
出
張
所
長
と
な
る
。

外
国
人
居
住
者
は
全
員
が
日
本

に
帰
化
し
、
「
セ
ー
ボ
レ
ー
」
が

「
瀬
堀
」
な
ど
、
日
本
人
名
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。

私の視察に対応
してくれた小笠原
村役場のセーボ
レー孝さん



明治丸（江東区越中島の東京海洋大学に展示）



⑥
和
学
講
談
所
の
資
料

ペ
リ
ー
提
督
と
交
渉
し
た
の
は
林

大
学
頭
復
斎
で
し
た
。

英
米
公
使
と
の
交
渉
時
に
は
林
大

学
頭
学
斎
（
復
斎
の
子
）
で
し
た
。

林
家
は
、
代
々
、
昌
平
坂
学
問
所

の
塾
頭
を
務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
交
文
書
も
管
掌
し
て
い

ま
し
た
。
更
に
、
和
学
講
談
所
も
林

大
学
頭
支
配
で
し
た
。

昌平坂学問所



①
昌
平
坂
学
問
所
は
、
江
戸
幕
府

直
轄
の
学
校
で
す
が
、
朱
子
学
が

中
心
で
し
た
。

②
外
交
文
書
は
林
家
が
管
掌
し
、

外
国
奉
行
が
文
書
を
見
る
に
も
、

林
家
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。

③
和
学
講
談
所
は
、
有
史
以
来
の

貴
重
な
文
献
を
収
集
し
、
塙
保
己

一
先
生
は
、
蔵
書
の
六
万
冊
を
全

て
記
憶
し
て
い
ま
し
た
。

小
笠
原
貞
任
の
裁
判
記
録
や
、

幕
府
が
禁
書
と
し
て
い
た
「
三
国

通
覧
図
説
」
な
ど
、
幅
広
く
収
集

し
、
分
野
別
に
分
類
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
分
類
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
が
役
に
立
っ
た
の
で
す
。



群
書
類
従
の
版
木
は
、
渋
谷
区

の
温
故
学
会
に
保
存
さ
れ
、
今

で
も
刷
り
立
て
可
能
で
す
。

温故学会

群書類従の版木

群書類従６６６冊の一部



群
書
類
従
の
続
編
も

版
木
本
の
他
に
、
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
「
続
群
書
類
従

完
成
会
」
が
「
群
書
類
従
」

「
続
群
書
類
従
」
「
続
々
群
書

類
従
」
の
活
字
出
版
事
業
を
行

い
、
現
在
は
八
木
書
店
が
販
売

を
継
続
し
て
い
ま
す
。「群書類従」        ４０万円＋税

「続群書類従」     ８０万円＋税
「続々群書類従」  ２０万円＋税
------------------------------
合 計           １５０万円＋税



群
書
類
従

一
二
七
三
種
、
五
三
〇
巻
、

六
六
六
冊

版
木
の
木
版
印
刷
で
出
版
し
た
。

続
群
書
類
従

二
一
〇
三
種
、
一
一
五
〇
巻
、

一
一
八
五
冊

塙
保
己
一
が
計
画
し
、
没
後
は

た
だ
と
み

た
だ
つ
ぐ

子
の
忠
宝
、
孫
の
忠
韶
や
弟
子

た
ち
が
引
き
継
い
だ
。

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）

に
一
部
を
刊
行
、
そ
の
後
、
続

群
書
類
従
完
成
会
が
出
版
し
た
。

続
々
群
書
類
従
、
新
群
書
類
従

明
治
以
降
に
、
そ
の
他
の
資
料

か
ら
『
続
々
群
書
類
従
』
『
新

群
書
類
従
』
が
出
版
さ
れ
た
。



下
田
よ
り
無
人
島
迄
海
路
三
百
五

拾
里
程
右
之
島
御
沙
汰
に
付
言
上

之
訴
状
并
口
上
之
覚
書

奉
願
御
訴
訟
之
事

一
此
度
唐
造
御
船
辰
巳
無
人
島
え

被
為
遣
之
処
逐
見
分
言
上
依
之
世

上
之
諸
人
日
本
御
重
寶
不
過
之
重

而
御
船
被
為
遣
御
取
立
も
於
被
遊

者
罷
越
度
様
申
習
候
此
島
某
共
譜

代
之
古
主
小
笠
原
民
部
大
輔
文
禄

弐
年
七
月
ニ
十
六
日
以
権
現
様
御

証
文
島
を
乗
取
島
之
様
體
以
絵
図

書
付
奉
言
上
置
候
右
之
由
緒
も
島

の
様
子
能
承
り
傳
へ
罷
有
候
問
家

来
共
差
遣
し
候
而
御
取
立
之
御
役

相
勤
候
様
に
被
為
仰
付
被
下
候
者

大
勢
家
来
之
者
助
に
も
罷
成
候
様

奉
続
々
群
書
類
従
第
九
に
収
録

小
笠
原
貞
任
の
訴
状



日
本
の
領
海
等
概
念
図

海
上
保
安
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

日
本
は
小
さ
な
島
国
で
す
が
、

排
他
的
経
済
水
域
の
広
さ
は
世

界
で
六
番
目
の
海
洋
大
国
で
す
。



私
は
、
小
笠
原
島
の

領
有
問
題
に
関
し
て
、

塙
保
己
一
先
生
が
設
立

し
た
和
学
講
談
所
の
資

料
が
、
多
大
に
役
立
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



謝

辞

こ
の
資
料
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
十

二
日
の
「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
祭
」
の
講
演
用
に
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
の
作
成
に
当
た
り
、
本
庄
市

児
玉
町

長
谷
川
典
明
先
生
を
始
め
、
総

検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕
彰
会
事
業
部

会
委
員
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

参
考
文
献
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
の
個
人
視
察
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
都
小
笠
原
村

教
育
委
員
会
の
セ
ー
ボ
レ
ー
孝
さ
ん
、
島

田
絹
子
係
長
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

更
に
、
嶋
谷
市
左
衛
門
の
研
究
者

長

崎
市
の
松
尾
龍
之
介
さ
ん
や
、
小
栗
上
野

介
の
研
究
者

高
崎
市
東
善
寺
の
村
上
泰

賢
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
令
和
五
年
の
講

演
用
に
手
直
し
し
ま
し
た
。

田
中

学



参 考 文 献

• 「幕末の小笠原」 田中弘之著

• 「小笠原島紀事」 坂田諸遠編纂 近代デジタルライブラリー

• 「小笠原島之記」

• 「歴史の語る小笠原島」大熊良一著

• 「小笠原クロニクル」 山口遼子著

• 「硫黄島と小笠原をめぐる日米関係」ロバート・Ｄ・エルドリッヂ

• 「ケンペルとシーボルト」松井洋子著 ※青色は講演後に購読

• 「小笠原諸島をめぐる世界史」松尾龍之介著（2014発売）平成26年

• 「ウィキペディア」ＷＥＢ上のフリー百科事典

• 「幕末の外交決断サムライたちの小笠原諸島」ホームページ

• 「ラムを探して三千里」ホームページ

• その他、多数の文献やホームページに感謝申し上げます。



参照データーベース

• 国立国会図書館デジタルライブラリー

• 国立国会図書館デジタル化資料

• 国立公文書館デジタルアーカイブ

• 外務省外交史料館 日本外交文書デジタルアーカイブ

• 九州大学デジタルアーカイブ

• 北海道大学、一橋大学、新潟大学、早稲田大学、その他

• 筑波大学中央公民館で「小笠原島之記」を写真撮影

• 群馬県立図書館で「歴史の語る小笠原島」を貸出



著 作 田中 学

３６６－０８２２ 埼玉県深谷市仲町３－１

電子メール gakusan@tanaka.nifty.jp

平成２５年９月１２日「総検校塙保己一先生遺徳顕彰祭」の講演
「塙保己一先生と小笠原島」の資料を元に、更に勉強を続け「嶋谷
市左衛門の研究者 長崎市の松尾龍之介さん」や「小栗上野介の研
究者 高崎市東善寺の村上泰賢さん」の助言により、令和４年に一
部を修正しました。
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